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中
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け
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句
の
変
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に
関
す
る
一
考
察
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「
肝
ヲ
消
ス
」
を
中
心
と
し
て
1

目
　
次
は
じ
め
に

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
に
お
け
る

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
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お
け
る

「
肝
消
ユ
」
と
「
肝
ヲ
消
ス
」

「
肝
ツ
ブ
ル
」
と
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」

「
魂
消
ユ
」
と
「
魂
ヲ
消
ス
」

ま
と
め
　
－
　
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
成
立
　
－

お
わ
り
に

「
肝
ヲ
消
ス
」
の
意
味
－
問
題
の
所
在
－

「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
意
味

青
　
　
木

一
　
は
じ
め
に

本
稿
に
言
う
「
動
詞
句
」
と
は
、
（
名
詞
一
語
と
動
詞
一
語
と
が
、
そ
の
名
詞
と
動
詞
と
の
文
法
的
関
係
を
示
す
助
詞
を
介
し
て
結
び
つ
き
、

全
体
と
し
て
あ
る
ま
と
ま
っ
た
意
味
を
表
す
語
連
続
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
日
本
語
史
研
究
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
こ

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
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二

の
「
動
詞
句
」
な
る
も
の
を
日
本
語
の
単
位
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
日
本
語
史
上
の
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
す
と
い
う
試
み
を

（1）

行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
図
は
、
「
句
」
と
い
う
単
位
は
、
「
語
」
に
く
ら
べ
て
、
日
本
語
に
お
け
る
過
去
の
表
現
の
継
承
と
新
し
い
表
現
の

生
成
と
い
う
営
み
を
、
よ
り
明
確
に
映
し
出
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
語
」
単
独
で
は
な
く
「
語
」
の
組

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

み
合
わ
せ
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
史
に
お
け
る
不
変
・
変
化
の
両
面
を
よ
り
客
観
的
か
つ
動
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
、
本
稿
で
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
文
献
上
に
用
例
の
認
め
ら
れ
る
「
肝
ヲ
消
ス
」
と
い
う
動
詞
句
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
成
立
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

二
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
意
味
－
問
題
の
所
在
－

（2）

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
全
五
例
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
二
な
い
し
三
種
に
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
は
現
代
共
通
語
で
は
失
わ
れ
て
い
る
意
味
で
あ
る
が
、
（
a
）
（
悲
し
み
や
寂
し
さ
な
ど
の
た
め
に
、

茫
然
自
失
と
な
る
）
意
（
一
例
）
が
認
め
ら
れ
る
。

①
此
ハ
海
漫
々
ト
シ
テ
眼
雲
路
二
疲
レ
バ
、
三
界
広
ト
云
ド
モ
安
キ
所
モ
ナ
ク
、
神
明
仏
陀
ノ
恵
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
哀
ト
云
人
モ
ナ
シ
。
曙

モ
晩
モ
脚
列
外
珂
心
ヲ
尽
ス
ヨ
リ
外
ノ
事
ナ
シ
。
（
第
六
本
、
五
六
ウ
⑥
）

こ
れ
は
、
壇
浦
で
心
な
ら
ず
も
助
け
上
げ
ら
れ
命
を
長
ら
え
て
い
る
建
礼
門
院
が
、
死
ん
で
い
っ
た
平
家
の
人
々
の
こ
と
を
偲
び
な
が
ら
、

悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
場
面
で
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

残
り
の
四
例
は
、
現
代
共
通
語
の
場
合
と
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
細
か
く
分
け
れ
ば
、
（
b
）
（
恐
れ
や
不
安
な
ど
の

た
め
に
、
生
き
た
心
地
の
し
な
い
状
態
に
な
る
）
意
（
三
例
）
と
、
（
C
）
（
意
外
な
事
態
に
、
心
臓
が
止
ま
り
そ
う
に
な
る
ほ
ど
び
っ
く
り
す

る
）
意
（
一
例
）
と
の
二
種
を
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。



（
b
）
の
意
の
例
と
し
て
は
、
次
な
ど
が
あ
る
。

②
道
ス
ガ
ラ
駒
ヲ
早
ム
ル
人
ア
レ
バ
、
「
我
頸
ヲ
打
ム
ズ
ル
ヤ
ラ
ム
」
ト
心
ヲ
尽
シ
、
傍
こ
サ
＼
ヤ
ク
者
ア
レ
バ
、
「
只
今
カ
」
ト
珊
列
外

刈
。
（
第
六
末
、
三
五
オ
⑨
）

こ
れ
は
、
平
維
盛
の
子
六
代
が
、
北
条
時
政
に
連
行
さ
れ
て
鎌
倉
へ
向
か
う
道
す
が
ら
、
今
に
も
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
び
え
な

が
ら
明
か
し
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

（
C
）
の
意
の
例
と
し
て
は
、
次
の
一
例
が
あ
る
。

③
サ
テ
夜
漸
暁
方
二
成
テ
、
源
氏
ノ
方
ヨ
リ
廿
万
六
千
余
醇
、
声
ヲ
調
テ
、
時
ヲ
作
事
三
ケ
度
也
。
凡
東
八
ヶ
国
ヒ
ヾ
カ
シ
テ
、
山
ノ
カ

セ
ギ
、
河
鱗
二
至
マ
デ
、
肝
ヲ
ケ
シ
、

心
ヲ
迷
ワ
サ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。
（
第
二
末
、
九
六
オ
①
）

こ
れ
は
、
富
士
川
の
合
戦
に
お
い
て
、
臆
病
風
に
吹
か
れ
た
平
家
が
、
水
鳥
の
羽
音
を
源
氏
の
襲
来
と
信
じ
て
逃
亡
し
、
そ
れ
と
知
ら
ぬ

源
氏
が
、
翌
朝
問
の
声
を
挙
げ
て
平
家
方
へ
攻
め
入
ろ
う
と
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
大
地
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
源
氏
の
閑
の

声
に
、
山
の
鹿
や
河
の
魚
ま
で
も
が
び
っ
く
り
し
た
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
、
三
種
の
意
味
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

ら
（
a
）
（
b
）
（
C
）
の
意
味
に
は
、
（
あ
る
精
神
的
衝
撃
（
シ
ョ
ッ
ク
）
を
受
け
て
、
正
気
を
失
っ
た
状
態
に
な
る
）
と
い
う
共
通
の
意
義
特
徴
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
意
味
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
次

第
に
二
つ
三
つ
と
意
味
を
派
生
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』

（3）

よ
り
前
（
以
下
、
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
」
と
表
記
す
る
）
に
成
立
し
た
諸
文
献
に
は
、
一
例
も
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
を
す
れ
ば
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
の
文
献
に
も
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
右
に
述
べ
た
使
用
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
現
段
階
で
は
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
次
第
に
意
味
を
派
生
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
見
方
は
、

事
実
に
合
わ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
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も
し
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
に
全
く
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
延
慶
本
『
平

家
物
語
』
に
（
あ
る
い
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
、
と
言
う
べ
き
か
）
突
如
と
し
て
、
三
つ
の
意
味
を
有
す
る
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
現
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
間
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
と
形
態
上
・
意
味
上
の
類
似
点
を
有
す
る
〝
類
義
動
詞
句
″
と
の
関
係
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
次
の
諸
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
を
「
肝
ヲ
消
ス
」
　
の
類
義
動
詞
句
と
認
め
、
検
討
の
対
象

と
す
る
。
（
1
）
　
名
詞
（
単
純
語
）
＋
　
「
ヲ
」
十
動
詞
（
単
純
語
）
　
と
い
う
構
成
を
有
す
る
。

（
2
）
名
詞
「
肝
（
キ
モ
）
」
ま
た
は
動
詞
「
消
（
ケ
）
　
ス
」
を
含
む
。

（
3
）
　
（
a
）
ま
た
は
（
b
）
ま
た
は
（
C
）
の
意
味
を
持
つ
。

（
4
）
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
に
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。

右
の
条
件
を
満
た
し
、
さ
ら
に
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
と
そ
れ
以
前
の
諸
文
献
に
併
せ
て
五
例
以
上
の
用
例
が
見
出
さ
れ
た
、
「
肝
ヲ
ツ

ブ
ス
」
と
「
魂
ヲ
消
ス
」
と
を
「
肝
ヲ
消
ス
」
　
の
類
義
動
詞
句
と
し
て
取
り
上
げ
、
以
下
、
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と

す
る
。と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
動
詞
句
は
、
動
詞
部
分
が
他
動
詞
（
以
下
、
他
動
詞
句
ま
た
は
他
動
詞
句
形
と
称
す
る
）
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
名
詞
＋

自
動
詞
と
い
う
構
成
を
有
す
る
「
肝
消
ユ
」
「
肝
ツ
ブ
ル
」
「
魂
消
ユ
」
と
い
う
句
形
　
（
以
下
、
自
動
詞
句
ま
た
は
自
動
詞
句
形
と
称
す
る
）

も
見
出
さ
れ
る
。
「
肝
ヲ
消
ス
」
　
の
成
立
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
、
「
肝
消
ユ
」
は
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ

ら
自
動
詞
句
形
と
の
関
係
も
考
慮
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
に
は
、
「
肝
消
ユ
」
は
一
例
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。



三
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
「
魂
ヲ
消
ス
」
　
の
意
味

「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
全
三
例
見
出
さ
れ
る
が
、
（
a
）
の
意
は
な
く
、
（
b
）
の
意
二
例
、
（
C
）
の
意
一
例
が
存
す

る
。

（
b
）
　
へ
恐
れ
や
不
安
な
ど
の
た
め
に
、
生
き
た
心
地
の
し
な
い
状
態
に
な
る
）
意
の
例

①
万
人
皆
怪
ヲ
ナ
ス
処
こ
、
将
軍
塚
鳴
動
ス
ル
事
、
一
時
ノ
内
二
三
反
也
。
五
畿
七
道
コ
ト
ぐ
ク
肝
ヲ
ツ
ブ
シ
、
耳
ヲ
驚
サ
ズ
ト
云
事

ナ
シ
。
（
第
二
本
、
七
六
ウ
③
）

こ
れ
は
、
大
地
震
に
よ
っ
て
国
中
の
人
々
が
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
生
き
た
心
地
の
し
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
例
で

あ
る
。
（
C
）
　
（
意
外
な
事
態
に
、
心
臓
が
止
ま
り
そ
う
に
な
る
ほ
ど
び
っ
く
り
す
る
）
意
の
例

②
十
七
日
ノ
朝
、
大
政
入
道
ノ
門
ノ
前
二
札
ヲ
書
テ
立
タ
リ
ケ
リ
。
「
山
門
ノ
大
衆
、
高
倉
宮
ノ
御
語
ヲ
得
テ
、
平
家
ノ
一
門
ヲ
追
討
ノ
為

三
京
へ
打
入
ム
ト
ス
」
ト
云
事
也
。
（
中
略
）
宮
ヲ
サ
テ
置
奉
レ
バ
コ
ソ
、
加
様
二
虚
事
ヲ
モ
云
ヒ
出
シ
、
我
等
モ
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
事
ナ

レ
。
（
第
二
中
、
二
六
ウ
⑦
）

こ
れ
は
、
高
倉
宮
の
謀
反
の
報
が
都
に
届
い
た
直
後
、
何
者
か
に
よ
っ
て
、
（
山
門
の
大
衆
が
高
倉
宮
の
説
得
に
よ
っ
て
平
家
追
討
の
た
め

に
京
へ
攻
め
入
ろ
う
と
し
て
い
る
）
と
い
う
、
偽
り
の
内
容
を
記
し
た
立
て
札
が
立
て
ら
れ
た
た
め
、
平
家
一
門
が
び
っ
く
り
し
て
大
騒
ぎ

を
し
た
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

「
肝
ヲ
消
ス
」
と
の
明
確
な
差
異
は
、
（
a
）
の
意
が
な
い
点
で
あ
る
。

一
方
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
全
十
一
例
見
出
さ
れ
る
が
、
（
a
）
の
憲
二
例
、
（
b
）
の
意
九
例
で
、
（
C
）
の
意
は
認

め
ら
れ
な
い
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
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（
a
）
（
悲
し
み
や
寂
し
さ
な
ど
の
た
め
に
、
茫
然
自
失
と
な
る
）
意
の
例

①
三
尊
来
迎
ノ
道
場
テ
望
メ
バ
、
香
煙
ノ
ミ
空
二
聾
テ
、
公
ハ
何
ン
カ
去
リ
マ
シ
マ
ス
。
花
顔
忍
辱
ノ
御
衣
ヲ
ミ
奉
ル
ダ
ニ
モ
、
十
善
ノ

御
姿
眼
二
遮
テ
涙
肛
也
。
適
マ
柔
和
ノ
御
音
ヲ
聞
ダ
ニ
モ
、
一
旦
ノ
別
離
耳
二
留
テ
魂
ヲ
消
ス
。
（
第
六
本
、
六
一
ウ
①
）

こ
れ
は
、
建
礼
門
院
が
今
は
亡
き
高
倉
院
を
偲
び
つ
つ
、
悲
し
み
の
涙
に
く
れ
寂
し
さ
に
心
が
消
え
入
り
そ
う
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
表

し
て
い
る
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
（
a
）
の
意
の
も
う
一
つ
の
例
は
、
「
延
暦
寺
衆
徒
等
解
　
請
院
庁
裁
事
」
と
い
う
解
状
（
解
文
）
の
中
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

（

マ

マ

）

　

（

マ

マ

）

②
我
山
仏
法
、
将
以
滅
之
逃
也
。
汰
而
有
余
一
。
仰
蒼
天
南
押
涙
一
。
悲
而
何
為
。
丘
シ
テ
中
丹
一
二
幽
笥
魂
一
。
（
第
一
本
、
七
八
オ
⑥
）

こ
の
解
状
は
、
鳥
羽
院
の
時
代
に
越
前
国
の
平
泉
寺
が
園
城
寺
の
末
寺
に
さ
れ
る
と
の
う
わ
さ
が
立
ち
、
延
暦
寺
の
衆
徒
が
大
騒
ぎ
を
し

て
訴
え
出
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

「
肝
ヲ
消
ス
」
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
う
ち
、
こ
の
よ
う
な
漠
文
体
の
文
章
に
用
い
ら
れ
た
例
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
中

で
は
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
（
a
）
の
意
の
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
出
自
や
他
の
類
義
動
詞
句
も
含
め
た
（
a
）
の
意
の

源
泉
を
探
る
上
で
、
大
き
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
「
ケ
ス
」
の
表
記
が
「
錆
」
字
と
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
（
以

下
の
挙
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
ケ
ス
」
の
表
記
が
「
鈴
」
字
と
な
っ
て
い
る
例
は
、
漠
文
体
の
文
章
に
し
か
現
れ
て
い
な
い
）
。

（
b
）
（
恐
れ
や
不
安
な
ど
の
た
め
に
、
生
き
た
心
地
の
し
な
い
状
態
に
な
る
）
意
の
例

③
九
日
午
時
計
二
大
地
振
ヲ
ピ
タ
＼
シ
ク
シ
テ
長
久
シ
。
畏
シ
ナ
ン
ド
モ
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
。
（
中
略
）
天
闇
シ
テ
日
ノ
光
モ
不
早
。
地
響

テ
巌
谷
二
躇
入
レ
リ
。
老
少
共
二
魂
ヲ
ケ
シ
、
鳥
獣
モ
悉
ク
心
ヲ
迷
ス
。
（
第
六
未
、
二
オ
⑧
）

こ
れ
は
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
の
用
例
①
と
同
様
、
大
地
震
に
よ
っ
て
老
い
も
若
き
も
恐
れ
お
の
の
い
て
い
る
場
面
に
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

「
肝
ヲ
消
ス
」
と
の
明
確
な
差
異
は
、
（
C
）
の
意
が
な
い
点
で
あ
る
。



（4）

と
こ
ろ
で
、
「
タ
マ
シ
ヒ
」
の
表
記
に
は
、
「
魂
」
字
の
ほ
か
「
神
」
字
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
意
味
・
用
法
に
明
確
な
差
異
を

認
め
が
た
い
た
め
、
一
括
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
（
た
だ
し
、
「
神
」
字
が
、
（
b
）
の
意
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、
（
a
）
の
意
に
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
出
自
と
の
関
連
で
必
然
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
）
。

④
或
時
ハ
富
士
川
大
井
川
ニ
テ
飢
二
臨
テ
命
ヲ
失
ム
ト
ス
ル
事
モ
ア
リ
。
或
時
ハ
宇
津
山
高
志
山
ニ
テ
山
賊
二
合
テ
神
ヲ
ケ
ス
事
モ
度
々

也
。
（
第
六
末
、
三
二
ウ
④
）

本
稿
に
お
け
る
地
の
文
で
の
表
記
は
「
魂
ヲ
消
ス
」
に
統
一
し
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
自
動
詞
句
形
の
「
肝
ツ
プ
ル
」
「
魂
消
ユ
」
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
は
一
例
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
の
諸
文
献
に
お
け
る
「
肝
ヲ
消
ス
」
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
関
係
を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
次

に
、
自
動
詞
句
形
と
他
動
詞
句
形
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

四
　
「
肝
消
ユ
」
と
「
肝
ヲ
消
ス
」

二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
で
は
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
の
諸
文
献
に
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
「
肝
消
ユ
」
は
、
『
竹
取
物
語
』
（
一
例
）
を
初
出
と
し
て
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
（
一
例
）
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
（
二
例
）
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
と

り

　

　

　

　

た

く

み

　

　

　

　

　

な

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け

し

き

　

　

き

も

き

①
竹
取
の
翁
、
「
こ
の
工
匠
ら
が
申
こ
と
は
、
何
事
ぞ
」
と
、
か
た
ぶ
き
を
り
。
御
子
は
、
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
気
色
に
て
、
肝
消
え
ゐ
給
へ

り
。
（
『
竹
取
物
語
』
、
（
蓬
莱
の
玉
の
枝
）
、
新
大
系
・
二
三
①
）

②
む
か
ひ
ゐ
て
そ
む
く
ほ
ど
だ
に
き
も
き
え
て
な
げ
き
し
も
の
を
月
の
へ
に
け
る

（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
、
二
七
六
九
、
「
い
け
の
う
へ
の

大
君
」
）

い

ま

　

　

　

　

　

　

お

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

1

③
「
今
は
」
と
い
ふ
か
ひ
な
く
思
ひ
立
は
て
ぬ
る
を
、
い
と
な
つ
か
し
う
の
給
は
せ
つ
る
御
け
は
ひ
あ
り
さ
ま
、
耳
に
つ
き
心
に
し
み
て
、

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察

六
四
七



鎌
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究

ヨ

U

l

l

l

l

ま

ど

　

　

　

　

　

も

の

肝
消
え
惑
ひ
、
さ
ら
に
物
お
ぼ
え
給
は
ず
。
（
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
の
一
、
大
系
・
二
二
一
③
）

六
四
八

く

に

　

　

　

　

　

　

　

の

こ

④
御
門
み
ゆ
き
し
た
ま
ひ
、
中
納
言
も
つ
か
う
ま
つ
り
給
へ
る
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
、
と
を
き
園
の
人
ぐ
さ
へ
残
り
な
く
つ
ど
ひ
て
、

み

　

　

　

剖

融

l

剖

－

　

お

も

か
た
ち
あ
り
さ
ま
見
る
に
、
肝
消
え
て
思
は
ぬ
な
く
、
を
よ
ぶ
ま
じ
き
は
や
ま
ひ
に
な
り
ぬ
べ
く
、
我
は
と
思
ふ
人
ぐ
ぞ
、
（
中
略
）

心
を
か
け
て
恩
は
ぬ
は
な
か
り
け
る
。
（
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
の
一
、
大
系
二
五
八
④
）

①
は
、
く
ら
も
ち
の
御
子
の
持
っ
て
来
た
蓬
莱
の
玉
の
枝
が
、
宮
中
の
工
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
に
せ
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
工
人

け

し

き

た
ち
の
訴
え
に
よ
っ
て
露
顕
し
て
し
ま
う
場
面
で
あ
る
。
「
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
気
色
に
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
子
が
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り

茫
然
自
失
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
（
a
）
に
近
い
意
で
用
い
ら
れ
た
例
と
言
え
よ
う
。
②
も
、
「
な
げ
き
し
も
の
を
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
③
は
、
中
納
言
が
后
と
の
別
れ
に
際
し
て
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
思
考
停

止
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
と
判
断
さ
れ
る
。
④
は
、
中
納
言
を
一
目
見
よ
う
と

遠
国
か
ら
も
人
々
が
集
ま
り
、
中
納
言
の
美
し
さ
に
び
っ
く
り
し
て
思
い
を
寄
せ
な
い
女
性
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
文
脈
と
し
て
解
釈
で
き

よ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
（
C
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
（
中
納
言
の
美
し
さ
に
茫
然
と
し
て
）
の
よ
う
に
解
釈
で
き

る
と
す
れ
ば
、
（
a
）
の
意
に
近
い
と
言
え
な
く
も
な
い
）
。

右
の
よ
う
な
理
解
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
肝
消
ユ
」
は
、
元
来
（
a
）
の
意
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
後
期
成
立
と
さ
れ
る
『
浜
松
中

納
言
物
語
』
に
至
っ
て
、
（
C
）
の
意
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
七
、
「
肝
消
ユ
」
は
「
肝
ヲ
消
ス
」

に
先
行
し
て
文
献
上
に
現
れ
て
お
り
、
（
a
）
と
（
C
）
の
意
味
を
共
通
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
、
「
肝

消
ユ
」
を
母
体
と
し
て
派
生
的
に
生
じ
た
句
形
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
「
肝
消
ユ
」
の
最
後
の
例
（
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
）
か
ら
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
最
初
の
例
（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
）
ま
で
の
間
に
、
お

よ
そ
二
百
年
も
の
空
白
期
間
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
、
自
然
推
移
的
に
生
じ
た
と
見
る
よ
り
も
、
何
ら
か
の
言
語
的
要

因
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
生
じ
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
類
義
動
詞
句
の
使
用
状
況
を
概
観
し
た
後
で



改
め
て
考
え
た
い
。

五
　
「
肝
ツ
ブ
ル
」
と
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」

「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
に
す
で
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
（
一
例
）
『
宝
物
集
』
（
一
例
）
『
十
訓
抄
』
（
一
例
）
『
保
元

物
語
』
　
（
二
例
）
　
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
マ
マ
）

①
物
モ
不
思
ズ
様
ニ
テ
臥
タ
レ
バ
、
湯
ヲ
ロ
二
人
ル
レ
ド
モ
、
歯
ヲ
ヒ
シ
ト
咋
合
セ
テ
不
入
レ
ズ
、
身
ヲ
捜
レ
バ
、
火
ノ
様
二
温
タ
リ
。
妻
子
此
レ
ヲ
見
テ
、

肝
ヲ
ツ
ブ
シ
テ
、
「
奇
異
」
ト
思
フ
程
こ
、

（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
八
、
第
三
十
二
、
大
系
・
国
一
〇
六
⑯
）

ヲ
ホ
ヤ
ケ
ハ

②
公
債
天
ニ
ヲ
ソ
レ
臣
ハ
龍
顔
ニ
ヲ
ソ
レ
タ
テ
マ
ツ
レ
ル
天
攣
地
振
ス
レ
ハ
キ
刺
粛
l
列
l
判
l
フ
l
河
カ
ラ
ス
ナ
キ
バ
リ
ア
ツ
マ
レ
ハ
ア
ヤ
シ

ミ
ヲ
ナ
ス
　
（
書
陵
部
本
『
宝
物
集
』
、
二
二
ウ
⑧
）

③
『
争
カ
カ
バ
カ
リ
ノ
信
者
ヲ
ハ
タ
フ
ロ
カ
ス
ソ
』
ト
テ
、
我
等
ヲ
サ
イ
ナ
ミ
給
へ
ル
間
、
雇
集
タ
リ
ツ
ル
法
師
原
モ
、
カ
ラ
キ
冊
叫
オ

シ
ー
テ
逃
去
ヌ
。
（
『
十
訓
抄
』
上
、
「
第
一
可
施
人
恵
事
」
第
七
話
、
索
引
・
上
二
九
⑤
）

す

ど

う

　

ら

う

こ

れ

　

　

　

　

い

ゑ

す

ゑ

　

な

か

ざ

し

　

　

L

も

つ

け

ど

の

　

い

お

と

し

た

て

ま

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

た

ぐ

ぞ

ん

す

　

む

ね

　

　

　

　

　

き

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

か

ぜ

④
「
首
藤
九
郎
是
み
よ
。
家
李
、
中
差
に
て
下
野
殿
を
射
落
奉
ら
ん
と
思
ヘ
ビ
も
、
芳
　
存
る
旨
あ
れ
ば
、
痕
は
つ
け
申
さ
じ
。
矢
風

ば

か

り

　

　

　

た

て

ま

つ

　

　

き

も

計
を
ひ
か
せ
奉
り
て
、
肝
を
つ
ぶ
さ
せ
申
さ
ん
。
」
と
て
、
（
『
保
元
物
語
』
中
、
「
白
河
殿
攻
め
落
す
事
」
、
大
系
・
一
〇
九
⑭
）

て

ん

ま

　

し

よ

ぎ

や

う

　

　

　

　

　

き

も

⑤
「
い
か
な
る
天
魔
の
所
行
に
て
、
人
の
肝
を
つ
ぶ
す
ら
む
。
」
と
ぞ
申
あ
へ
る
。
（
『
保
元
物
語
』
下
、
「
新
院
讃
州
に
御
遷
幸
の
事
」
、
大
系
・

一
六
四
⑫
）

①
は
、
蛇
を
異
常
に
怖
が
る
三
善
春
家
が
、
間
近
で
蛇
を
見
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
腰
を
抜
か
し
な
が
ら
家
に
逃
げ
帰
り
、
そ
の
ま
ま
気

絶
し
て
し
ま
っ
た
場
面
で
あ
る
。
湯
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
て
も
、
硬
直
し
た
よ
う
に
歯
を
く
い
合
わ
せ
て
い
る
の
で
飲
ま
せ
ら
れ
ず
、
体
に

触
っ
て
み
る
と
、
ま
る
で
火
を
懐
い
た
よ
う
に
熱
く
な
っ
て
お
り
、
「
奇
異
（
ア
サ
マ
シ
）
」
と
思
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
（
C
）
の
意
で
用
い

ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
②
は
、
「
天
攣
地
振
ス
レ
ハ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
の
用
例

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察

六
四
九
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①
と
同
様
、
（
b
）
の
意
を
表
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
③
は
、
命
を
助
け
ら
れ
た
古
鳶
が
、
老
法
師
に
姿
を
変
え
て
、
助
け
て
く
れ
た
僧

に
望
み
を
一
つ
叶
え
て
や
ろ
う
と
し
た
が
、
僧
が
老
法
師
と
の
あ
る
約
束
を
う
っ
か
り
違
え
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
老
法
師
の
試
み
が
失
敗

し
、
護
法
天
童
の
叱
責
を
蒙
る
結
果
と
な
り
、
雇
い
集
め
た
法
師
ら
も
び
っ
く
り
し
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る
か
ら
、
（
C
）

の
意
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
④
は
、
矢
を
命
中
さ
せ
ず
に
、
相
手
を
か
す
め
る
よ
う
に
射
る
こ
と
で
、
脅
か
し
て
や
ろ
う
と
い
う
文
脈
で
あ

る
か
ら
、
（
b
）
の
意
を
表
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
⑤
は
、
崇
徳
上
皇
が
讃
岐
国
へ
遷
幸
す
る
た
め
に
都
を
出
発
し
た
こ
ろ
、
都
で
は
不

思
議
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な
天
魔
の
し
わ
ざ
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
不
思
議
な
出
来
事
と
は
、
源
氏

左
馬
頭
義
朝
と
播
磨
守
清
盛
と
が
合
戦
を
す
る
と
の
う
わ
さ
が
流
れ
、
都
中
が
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場

合
は
、
（
b
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
以
前
に
お
い
て
も
、
延
慶
本
と
同
様
、
（
b
）
ま
た
は
（
C
）
の
意
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
「
肝
ツ
ブ
ル
」
は
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
　
の
初
出
で
あ
る
　
『
今
昔
物
語
集
』
よ
り
さ
ら
に
前
の
　
『
源
氏
物
語
』
　
に
一
例
用
い
ら
れ
て
い

る
。⑥

あ
な
む
く
つ
け
や
（
中
略
）
よ
か
ら
ぬ
こ
と
を
ひ
き
い
て
た
ま
へ
ら
ま
し
か
は
す
へ
て
身
に
は
か
な
し
く
い
み
し
と
お
も
ひ
き
こ
ゆ
と
も

又
み
た
て
ま
つ
ら
さ
ら
ま
し
な
と
い
ひ
か
は
す
事
と
も
に
い
と
～
心
も
き
も
ー
つ
ふ
れ
ぬ
（
『
源
氏
物
語
』
、
「
う
き
舟
」
、
大
成
・
一
九
〇
四

③
）

こ
れ
は
、
浮
舟
の
母
中
将
の
君
が
弁
の
尼
と
の
会
話
の
中
で
、
「
も
し
浮
舟
が
匂
宮
と
不
倫
の
関
係
に
陥
っ
た
な
ら
、
．
も
う
二
度
と
（
浮
舟

と
）
　
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
た
の
を
、
浮
舟
が
聞
い
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
場
面
で
あ
り
、
（
b
）
の
意
で
用
い
ら
れ

た
例
と
見
ら
れ
る
　
（
（
C
）
の
意
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
文
脈
上
、
浮
舟
は
、
恐
ろ
し
い
話
を
耳
に
し
て
生
き
た
心
地
も
し
な
い
ほ
ど

の
衝
撃
を
受
け
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
（
b
）
の
意
で
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
）
。



た
だ
し
、
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
　
校
異
篇
』
（
中
央
公
論
社
）
に
よ
れ
ば
、
「
心
も
き
も
ゝ
」
の
部
分
が
「
心
き
も
1
」
と
な
っ
て
い

る
伝
本
が
、
青
表
紙
本
系
統
で
三
本
、
河
内
本
系
統
で
五
本
、
別
本
系
統
で
四
本
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
用
例
⑥
を
「
肝
ツ
ブ
ル
」
の
確

例
と
す
る
に
は
い
さ
さ
か
躊
躇
さ
れ
る
。

と
は
言
え
、
た
と
え
『
源
氏
物
語
』
の
例
が
本
来
「
心
肝
ツ
ブ
ル
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
と
の
形
態
上
・
意
味
上
の
類

似
性
は
否
定
L
が
た
く
、
し
た
が
っ
て
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
の
前
身
と
し
て
「
肝
ツ
ブ
ル
」
と
い
う
自
動
詞
句
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
に
、

大
過
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。

六
　
「
魂
消
ユ
」
と
「
魂
ヲ
消
ス
」

「
魂
ヲ
消
ス
」
は
、
平
安
時
代
に
は
、
『
菅
家
文
革
』
（
二
例
）
『
本
朝
文
粋
』
（
五
例
）
「
藤
原
師
道
願
文
」
（
一
例
、
『
平
安
遺
文
』
所
収
）
『
新

撰
朗
詠
集
』
（
一
例
）
と
い
っ
た
漢
詩
文
類
に
用
い
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
和
漢
混
清
文
〃
の
『
海
道
記
』
（
一
例
）
や
変
体
漢

文
の
『
吾
妻
鏡
』
（
九
例
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
海
道
記
』
に
は
、
対
句
を
多
用
す
る
な
ど
漢
詩
文
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
用
例
を
列
挙
す
る
が
、
『
本
朝
文
粋
』
と
『
吾
妻
鏡
』
に
つ
い
て
は
三
例
ず
つ
掲
げ
て
い
る
。

1

は

な

は

か

な

　

　

ま

な

こ

う

が

ま

た

た

ま

し

ひ

け

①
酷
悲
穿
眼
復
消
魂
（
酷
だ
悲
し
び
て
眼
を
穿
ち
復
魂
を
消
つ
＝
『
菅
家
文
革
』
巻
第
一
、
「
巽
二
菅
外
車
、
奉
レ
寄
二
安
著
作
即
し
、
大
系
二
四

〇
④
）

す

す

い

し

よ

し

や

う

む

な

　

お

も

て

あ

か

ら

　

　

　

　

　

　

　

－

　

こ

う

し

た

が

　

ば

ん

し

た

ま

し

ひ

け

　

　

ま

②
勒
道
諸
生
空
撮
面
（
勧
め
道
ふ
諸
生
空
し
く
面
を
赦
め
む
よ
。
）
　
従
公
万
死
欲
錆
魂
（
公
に
従
ひ
て
万
死
魂
を
稗
さ
ま
く
欲
り
せ
よ
）

（
『
菅
家
文
革
』
巻
第
二
、
「
講
書
之
後
、
戯
寄
二
諸
進
士
L
、
大
系
二
七
二
②
）

ケ

③
老
老
少
二
遠
目
一
、
弱
者
有
＝
余
年
一
。
懸
レ
車
不
レ
幾
、
看
二
形
骸
南
揮
レ
涙
、
携
レ
杖
在
レ
近
、
計
二
年
暦
一
以
鋼
謝
（
魂
（
反
）
を
錆
ス
）
。
（
『
本

朝
文
粋
』
巻
第
六
、
奏
状
中
、
平
兼
盛
「
申
二
遠
江
駿
河
守
筆
状
一
首
」
）

ケ

④
呈
図
二
月
十
二
日
中
夜
、
機
縁
薪
滅
、
花
界
駕
催
。
留
而
鋼
魂
（
魂
（
反
）
を
錆
ス
）
者
、
皆
是
緒
門
之
遺
弟
、
仰
而
恋
レ
恩
者
、
寧
非
二
丹

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

堰
之
旧
臣
一
。
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
、
願
文
下
、
菅
相
公
「
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
一
首
」
）

ケ

⑤
抑
追
二
思
往
軍
、
触
レ
類
渕
遡
（
魂
（
反
）
を
消
ス
）
。
（
中
略
）
草
木
秋
岩
、
況
於
二
蘭
省
梨
園
車
。
鳥
獣
哀
声
、
況
於
二
虚
聞
鳳
閣
一
乎
。
（
『
本

朝
文
粋
』
巻
第
十
四
、
願
文
下
、
江
匡
衡
「
一
条
院
四
十
九
日
御
原
文
一
首
」
）

⑥
十
旬
之
斎
戒
将
盈
、
余
赴
南
山
（
大
和
金
峯
山
）
霊
堀
之
神
秀
、
奉
礼
金
剛
蔵
王
之
聖
跡
、
絶
頂
万
尋
、
踏
秋
雲
而
失
歩
、
長
坂
九
折
、

揮
炎
汗
而
潮
魂
、
不
顧
進
退
之
惟
谷
、
只
仰
冥
助
之
不
空
而
巳
、
（
筒
井
英
俊
氏
所
蔵
文
書
、
藤
原
師
通
願
文
、
寛
治
二
年
七
月
二
十
七
日
）

⑦
山
日
東
昇
　
指
前
程
而
労
思
　
辺
雲
秋
冷
　
間
後
会
而
珊
瑚
餞
奥
州
刺
史
赴
任
敦
宗
（
『
新
撰
朗
詠
集
』
、
下
雑
、
餞
別
、
五
九
六
、
藤
原
敦
宗
）

⑧
そ
の
身
に
従
ふ
者
は
甲
胃
の
つ
は
も
の
、
心
を
一
騎
の
客
に
か
く
。
そ
の
日
に
立
つ
者
は
剣
戟
の
刃
、
魂
到
寸
神
の
胸
に
渕
列
。

（
『
海
道
記
』
、
総
索
引
・
〔
四
〇
〕
　
7
）

⑨
昨
日
臭
首
之
問
。
拾
二
主
君
遺
骨
－
。
坂
洛
之
由
苔
。
浮
生
之
悲
非
二
他
上
一
。
弥
漸
り
矧
。
（
『
吾
妻
鏡
』
第
二
十
五
、
承
久
三
年
七
月
十
三
日

条
）

⑩
昔
時
京
中
。
群
盗
乱
コ
入
所
虞
一
。
尊
卑
烏
レ
之
莫
レ
不
レ
轡
刺
。
（
『
吾
妻
鏡
』
第
七
、
文
治
三
年
八
月
十
二
日
条
）

⑪
自
二
去
夜
一
雨
降
。
辰
時
。
雷
鳴
数
聾
。
驚
レ
耳
輪
レ
魂
園
田
。
（
『
吾
妻
鏡
』
第
二
十
七
、
寛
喜
元
年
十
二
月
四
日
条
）

①
は
、
菅
外
史
な
る
人
物
が
、
そ
の
才
能
と
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
る
べ
き
官
位
に
つ
く
こ
と
も
な
く
命
を
終
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
悲
し
ん
だ
詩
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
消
魂
」
と
は
、
菅
外
史
の
不
遇
な
人
生
に
対
し
て
、
悲
し
み
の
あ
ま

り
意
気
消
沈
し
て
い
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
（
a
）
の
意
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
②
は
、
自
分
（
菅
原
道
真
）
が

文
章
博
士
に
な
れ
た
の
は
、
勉
学
に
専
心
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
生
た
ち
に
も
ハ
決
死
の
覚
悟
で
努
力
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
い

っ
た
文
脈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
欲
鈴
魂
」
と
は
、
（
魂
が
体
か
ら
抜
け
出
て
身
に
添
わ
ぬ
く
ら
い
、
命
が
け
で
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
）

の
意
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
（
a
）
（
b
）
（
C
）
の
い
ず
れ
の
意
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
③
は
、
年
老
い
た
者
は
若
者

と
違
っ
て
、
官
職
に
つ
い
て
仕
事
を
す
る
時
間
も
残
り
少
な
い
た
め
、
己
の
形
骸
を
顧
み
て
は
涙
を
流
し
、
年
数
を
数
え
て
は
意
気
消
沈
す



る
ば
か
り
で
あ
る
と
の
文
意
と
考
え
ら
れ
、
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
④
は
、
円
融
院
の
崩
御
に
際
し
て
、
仏
門
の
遺

弟
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
意
気
消
沈
し
、
宮
仕
の
旧
臣
は
恩
を
恋
う
て
嘆
く
ば
か
り
で
あ
る
と
の
文
意
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
（
a
）
の
意
で
用

い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
⑤
は
、
一
条
院
の
存
命
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
気
持
ち
が
沈
ん
で
し
ま
う
の
意
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
も
（
a
）
の
意
の
例
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
⑥
は
、
金
剛
蔵
王
の
聖
跡
を
巡
礼
す
る
た
め
に
道
な
き
道
を
訪
ね
歩
き
、
そ
の
厳
し
い
道

の
り
に
、
火
の
出
る
よ
う
な
汗
が
吹
き
出
し
精
魂
も
尽
き
果
て
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
の
文
意
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
（
a
）
（
b
）
（
C
）

の
い
ず
れ
の
意
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑦
は
、
奥
州
刺
史
と
し
て
赴
任
す
る
人
と
の
別
れ
を
惜
し
む
詩
に
お
い
て

用
い
ら
れ
た
例
で
あ
り
、
「
消
魂
」
と
は
（
悲
し
み
の
あ
ま
り
心
が
消
え
入
り
そ
う
で
あ
る
）
の
意
（
（
a
）
の
意
）
と
見
ら
れ
る
。
⑧
は
、
承

久
の
乱
で
幕
府
に
捕
え
ら
れ
た
中
納
言
藤
原
宗
行
が
、
甲
胃
に
身
を
固
め
た
武
士
に
拘
束
さ
れ
て
鎌
倉
へ
送
ら
れ
る
中
、
剣
や
戟
の
刃
を
目

に
し
て
は
生
き
た
心
地
が
せ
ず
我
を
失
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
と
の
文
意
（
（
b
）
の
意
）
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、

「
魂
ヲ
消
ス
」
が
（
b
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
最
初
の
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑨
は
、
中
納
言
藤
原
宗
行
が
、
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
る
途
中
（
⑧

と
同
じ
場
面
）
、
主
君
の
遺
骨
を
拾
っ
て
都
に
帰
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
人
物
に
会
っ
て
、
明
日
の
我
が
身
を
思
い
、
ま
す
ま
す
我
に
も
あ
ら
ぬ

心
地
に
な
る
と
の
文
意
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
（
b
）
の
意
の
例
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
⑩
は
、
京
中
に
群
盗
が
出
没
し
、
身
分
の
上
下
に
か
か

わ
ら
ず
恐
れ
お
の
の
か
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
の
意
、
ま
た
⑪
は
、
雷
の
音
に
お
の
の
い
て
い
る
場
面
で
あ
る
か
ら
、
と
も
に
（
b
）
の
意
で

用
い
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
で
は
、
用
例
②
⑥
の
よ
う
に
（
a
）
（
b
）
（
C
）
の
い
ず
れ
の
意
味
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
例
も
あ
る
に

は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
（
『
本
朝
文
粋
』
の
残
り
の
二
例
も
（
a
）
の
意
で
あ
る
）
。
そ
れ
に

対
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
清
文
や
変
体
漢
文
で
は
、
（
a
）
の
意
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
（
b
）
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多

く
な
っ
て
い
る
（
『
吾
妻
鏡
』
の
残
り
の
六
例
の
内
訳
は
、
（
a
）
の
憲
二
例
、
（
b
）
の
意
四
例
で
あ
る
）
。
こ
の
こ
と
は
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
使
用
さ
れ

る
文
体
が
多
様
に
な
る
に
伴
っ
て
、
意
味
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
よ
う
な
使
用
状
況
は
、
延
慶

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
三
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四

本
『
平
家
物
語
』
　
に
お
い
て
、
漠
文
中
で
は
（
a
）
の
意
の
例
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
仮
名
交
じ
り
文
の
部
分
で
は
主
と
し
て
（
b
）
の
意

の
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
　
（
第
三
項
参
照
）
。

一
方
、
「
魂
消
ユ
」
は
、
初
出
は
『
凌
雲
集
』
　
（
一
例
）
で
あ
り
、
同
じ
漠
詩
文
集
の
『
本
朝
文
粋
』
　
（
一
例
）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

平
安
時
代
か
ら
す
で
に
、
漢
詩
文
以
外
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
　
（
二
例
）
　
『
三
宝
絵
』
　
（
一
例
）
　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
　
〓
例
）
と
い
っ
た
仮
名
（
交

り
）
文
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
『
海
道
記
』
　
（
一
例
）
　
に
用
例
が
見
ら
れ
る
。

（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
仮
名
（
交
り
）
文
め
う
ち
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
以
外
は
、
漢
文
や
漢
文
訓
読
語
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

純
粋
な
和
文
と
は
言
え
な
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
仮
名
（
交
り
）
文
に
お
け
る
「
魂
消
ユ
」
の
使
用
は
、
漢

文
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

①
風
途
飛
薬
散
　
雲
路
別
魂
鋼
（
『
凌
雲
集
』
、
「
留
別
故
人
」
）

－

　

　

　

シ

ヒ

　

　

　

ヘ

②
其
余
我
而
非
レ
我
、
泥
之
又
泥
也
。
或
魂
鈴
（
魂
（
訓
合
）
鈴
）
心
迷
、
戸
居
不
レ
驚
。
或
舌
結
語
戻
、
鳥
噂
難
レ
弁
。
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十

二
、
記
、
紀
納
言
「
亭
子
院
賜
レ
飲
記
一
首
」
）

村
封
u
畑
l
l
l
l
l
l
l
l

③
い
づ
れ
と
な
く
、
あ
た
り
さ
へ
輝
く
や
う
に
見
ゆ
る
に
、
魂
も
消
え
惑
ひ
て
、
物
も
お
ぼ
え
ず
、
「
あ
や
し
く
、
清
ら
な
る
顔
か
た
ち
か

な
」
と
、
心
地
空
な
り
。
（
『
う
つ
ほ
物
語
』
、
「
嵯
峨
の
院
」
、
全
二
九
二
⑧
）

へ
う

④
左
大
将
の
お
と
ど
、
春
宮
大
夫
に
も
の
し
給
ふ
を
辞
し
給
ふ
表
作
ら
せ
給
ふ
と
て
、
召
し
て
、
南
の
お
と
ど
し
つ
ら
は
せ
て
、
候
は
せ

へ
う

給
ふ
。
（
中
略
）
御
表
作
り
果
て
て
、
し
ば
し
候
ふ
に
、
魂
消
㈲
幻
惑
ひ
、
炎
も
見
ゆ
る
心
地
す
。
（
『
う
つ
ほ
物
語
』
、
「
菊
の
宴
」
、
全
・
三
二

六
②
）

⑤
吾
ガ
子
ハ
只
君
也
。
常
二
見
ル
ニ
ダ
ニ
猶
不
飽
ズ
。
蓬
二
可
遷
シ
ト
聞
シ
ヨ
リ
、
細
田
l
判
耳
テ
心
失
こ
タ
リ
。
（
観
智
院
本
『
三
宝
給
』
上
、

八
十
二
　
須
大
郷
太
子
）
、
新
大
系
・
五
二
⑫
）

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

⑥
「
見
し
夢
は
、
か
う
に
こ
そ
」
と
お
ぼ
し
合
は
す
る
に
も
、
い
と
ゞ
か
き
く
ら
し
、
た
ま
し
ゐ
消
ゆ
る
心
ち
し
て
、
涙
に
う
き
し
づ
み



給
け
り
。
（
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
の
五
、
大
系
・
四
四
〇
⑦
）

⑦
さ
て
も
こ
の
歌
の
心
を
尋
ぬ
れ
ば
、
納
言
、
浮
島
が
原
を
過
ぐ
る
と
て
、
物
を
肩
に
か
け
て
上
る
者
あ
ひ
た
。
け
り
。
間
へ
ば
按
察
使

光
親
卿
の
億
僕
、
主
君
の
遺
骨
を
拾
ひ
て
都
に
帰
る
と
泣
く
泣
く
い
ひ
け
り
。
そ
れ
を
見
る
は
身
の
上
の
事
な
れ
ば
、
魂
は
生
き
て
よ

り
さ
こ
そ
は
消
㈲
刻
に
け
め
。
（
『
海
道
記
』
、
総
索
引
・
〔
六
三
〕
5
）

①
は
、
故
人
と
の
別
れ
を
惜
し
む
詩
中
の
例
で
あ
り
、
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
②
は
、
宴
席
で
泥
酔
し
て
気
を
失

っ
て
い
る
さ
ま
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
（
a
）
（
b
）
（
C
）
の
い
ず
れ
の
意
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
例
と
見
ら
れ
る
。
⑧

は
、
仲
頼
が
、
賭
弓
の
饗
宴
の
折
、
母
屋
に
並
み
居
る
女
君
た
ち
を
の
ぞ
き
見
て
、
そ
の
輝
く
ば
か
り
の
美
し
さ
に
茫
然
と
し
て
い
る
場
面

で
あ
り
、
（
a
）
の
意
を
表
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
④
は
、
左
大
臣
が
藤
英
に
辞
表
を
作
ら
せ
、
藤
英
が
作
り
終
え
て
待
っ
て
い
る
間

中
、
あ
て
宮
の
こ
と
を
思
っ
て
心
が
乱
れ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
（
a
）
（
b
）
（
C
）
の
い
ず
れ
の
意
と
も
微
妙
に
異
な
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
強
い
て
言
え
ば
、
（
a
）
に
近
い
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
⑤
は
、
折
渡
羅
国
の
須
太
那

太
子
が
、
賊
に
謀
ら
れ
て
、
国
を
守
る
べ
き
象
を
賊
に
与
え
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
国
を
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
太
子
の
母
親
が
嘆
き

悲
し
ん
で
い
る
場
面
で
あ
る
。
息
子
（
太
子
）
の
追
放
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
母
親
が
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
心
が
消
え
入
り
そ
う
に
な
っ
た
の
意

と
考
え
ら
れ
、
（
a
）
の
意
の
例
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
⑥
は
、
唐
后
の
死
の
知
ら
せ
に
接
し
た
中
納
言
が
、
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
場
面
で
あ

っ
て
、
や
は
り
、
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
と
認
め
ら
れ
る
。
⑦
は
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
用
例
⑨
と
同
一
の
場
面
・
文
脈
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
（
b
）
の
意
の
例
と
見
ら
れ
る
。

右
に
見
る
よ
う
に
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
「
魂
消
ユ
」
は
、
漢
文
な
い
し
漢
文
の
影
響
の
見
ら
れ
る
文
章
中
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
、
両
者
が
中
国
漢
文
を
出
自
と
す
る
表
現
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
紫
然
鍋
魂
者
、
唯
別
而
巳
臭
。
況
秦
呉
今
絶
国
、
復
燕
宋
今
千
里
。
（
『
文
選
』
、
江
文
通
「
別
賦
一
首
」
）

○
不
指
鋼
駐
而
、
皆
裂
望
玉
垂
、
以
魂
鋼
。
（
『
旧
唐
書
』
、
列
伝
第
百
二
十
八
「
鄭
岐
」
）

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
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と
す
れ
ば
、
他
の
動
詞
句
（
「
肝
ヲ
消
ス
」
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
）
の
場
合
の
よ
う
に
、
他
動
詞
句
形
の
「
魂
ヲ
消
ス
」
が
自
動
詞
句
形
の
「
魂
消

ユ
」
か
ら
派
生
し
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
自
動
詞
句
形
の
「
魂
消
ユ
」
が
仮
名
（
交
り
）
文
に
も
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
同
じ
自
動
詞
句
形
の
「
肝
消
ユ
」
「
肝
ツ
ブ
ル
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
動
詞
句
形
は
他
動

詞
句
形
に
く
ら
べ
て
、
仮
名
（
交
り
）
文
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
見
た
「
魂
消
ユ
」
　
の
用
例
⑦
（
『
海
道
記
』
）
　
と
「
魂
ヲ
消
ス
」
　
の
用
例
⑨
（
『
吾
妻
鏡
』
）
と
は
、
同
一
の
原
拠
に
基
づ
い

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
『
海
道
記
』
や
　
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
も
前
に
、
「
魂
消
ユ
」
ま
た
は
「
魂
ヲ

消
ス
」
に
（
b
）
の
意
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
拠
の
文
体
が
仮
名
交
り
文
（
和
漢
混
清
文
）
で
あ
る
か
変
体
漢
文
で
あ
る
か
不
明

な
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
格
漢
文
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
漢
文
を
出
自
と
す
る
動
詞
句

が
、
変
体
漢
文
や
和
漢
混
清
文
と
い
っ
た
、
漢
文
の
日
本
的
変
容
を
遂
げ
た
文
体
の
中
で
意
味
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
動
詞
句
の
意
味
と
文
体
と
の
相
関
性
を
示
す
事
例
と
し
て
注
意
し
て
お
い
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

七
　
ま
と
め
－
　
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
成
立
－
－

以
上
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
ま
で
の
諸
文
献
に
お
け
る
「
肝
消
ユ
」
「
肝
ヲ
消
ス
」
・
「
肝
ツ
ブ
ル
」
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
・
「
魂
消
ユ
」
「
魂
ヲ

消
ス
」
を
対
象
と
し
て
、
自
動
詞
句
形
と
他
動
詞
句
形
の
使
用
状
況
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
先
後
関
係
や
意
味
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
た
　
（
表
①
参
照
）
。

そ
の
結
果
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
と
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
　
に
つ
い
て
は
、
自
動
詞
句
形
の
「
肝
消
ユ
」
「
肝
ツ
ブ
ル
」
が
先
行
し
て
用
い
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
母
体
と
し
て
、
他
動
詞
句
形
の
「
肝
ヲ
消
ス
」
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
が
派
生
的
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
魂
ヲ
消
ス
」

に
つ
い
て
は
、
自
動
詞
句
形
の
「
魂
消
ユ
」
の
方
が
先
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
が
た
く
（
初
出
は
、
「
魂
消
ユ
」
が
『
凌

雲
集
』
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
が
　
『
菅
家
文
革
』
　
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
平
安
初
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
見
な
し
得
る
）
、
し
か
も
、



海
道

記

宝 A （ 浜
松

源
氏

一一 ナ 凌
蕾

十

一＿＿

新
。
孟 平
安
遺

文

）

本
朝

古
A ‾宝

フ
っ

菅
家
竹
取

文

献
訓

抄

物

集

（

撰

朗
詠

集

日
物

語
集

ム
中

納
言

物
語

文

粋

物

語

「
和

歌
六

帖

絵

（

ま 文 物
語

試
集

書

陵

部
本

）

観
智

院
本

）

物

語
草

表

現

・
用

法

名

a ツ
プ

ル
（儲

）

キ

モ

（肝

）

1 b

C

．a ツ
ブ

ス

（潰

）

1 b

1 1 C

1 1 1 a キ

ュ
（消

）

b

1 C

a ケ

ス

（消

）

b

C

1 ホ1 1 2 1 a キ

ュ
（消
）

タ

マ
シ
ヒ

（魂
）

1 b

C

1 ホ1 5 ＊2 a ケ

ス

（消
）

1 b

C

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
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（
注
）
＊
　
『
菅
家
文
革
』
　
の
「
魂
ヲ
消
ス
」
　
二
例
の
う
ち
一
例
は
、

＊
　
『
本
朝
文
粋
」
　
の
「
魂
消
ユ
」
一
例
は
、
（
気
絶
）
　
の
意
。

（
決
死
）
の
意
。

＊
　
『
平
安
遺
文
し
所
収
文
書
「
藤
原
師
通
願
文
」
　
の
一
例
は
、
（
精
魂
尽
き
果
て
る
）
の
意
。

両
者
と
も
中
国
漢
文
出
自
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
我
が
国
に
お
い
て
は
、
「
魂
消
ユ
」
か
ら
「
魂
ヲ
消
ス
」
が
生
じ
た

と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
、
自
動
詞
句
形
・
他
動
詞
句
形
と
い
う
形
態
を
基
準
と
し
て
、
対
応
す
る
句
形
同
士
を
比
較
し
て
き
た
が
、
観
点
を

変
え
て
、
意
味
を
基
準
と
し
て
相
互
に
比
較
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
（
a
）
の
意
味
は
、
平
安
時
代
に
は
、
「
肝
消
ユ
」
「
魂
消
ユ
」
「
魂
ヲ
消
ス
」
が
担
っ
て
お
り
、
各
動
詞
句
は
、
文
体
に
よ
っ
て
使
い

分
け
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
肝
消
ユ
」
は
仮
名
文
で
、
「
魂
消
ユ
」
は
漢
文
（
漢
詩
文
）
ま
た
は
漢
文
の
影
響
の
見
ら
れ

る
仮
名
文
で
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
は
漢
文
（
漢
詩
文
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
引
き
続
き
「
魂
ヲ
消
ス
」
が
（
a
）
の

意
味
を
担
っ
て
い
る
が
、
使
用
さ
れ
る
範
囲
（
文
体
）
が
広
が
っ
て
、
変
体
漢
文
（
『
吾
妻
鏡
』
）
や
和
漢
混
清
文
（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
）
で
も

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
新
た
に
生
じ
た
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
（
a
）
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
（
b
）
の
意
味
は
、
平
安
時
代
に
は
、
文
献
上
に
現
れ
た
用
例
が
少
な
い
た
め
明
確
に
は
指
摘
し
が
た
い
が
、
「
肝
ツ
ブ
ル
」
や
「
肝

ヲ
ツ
ブ
ス
」
が
担
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
の
使
用
が
増
加
し
、
新
た
に
「
肝
ヲ
消
ス
」
と
「
魂
ヲ
消
ス
」

も
（
b
）
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
る
。

（
C
）
の
意
味
は
、
全
体
的
に
用
例
が
少
な
い
が
、
平
安
時
代
に
は
、
「
肝
消
ユ
」
や
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
が
担
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
鎌
倉
時



代
に
は
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
と
と
も
に
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
（
C
）
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
最
初
に
提
起
し
た
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
成
立
の
問
題
に
立
ち
返
っ
て
考
察
し
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
「
肝
消
ユ
」
を
母
体
と
し
て
派
生
的
に
生
じ
た
句
形
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
の
使

用
時
期
の
間
に
お
よ
そ
二
百
年
も
の
空
自
期
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
成
立
に
は
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
表
①
に
よ
れ
ば
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
「
肝

ヲ
消
ス
」
が
現
れ
る
前
に
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
　
の
意
味
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
は
、
平
安
時

代
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
（
a
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
和
漢
混
清
文
や
変
体
漢
文
に
お
い
て
（
b
）
の
意
で
も
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
す
で
に
、
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
（
b
）
の
意
を
担
っ
て
い
た
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
と
の
間
で
コ
ン
タ
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
　
（
混
清
）
　
が
起
こ
り
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
肝
ヲ
消
ス
」
が
（
b
）
だ
け
で
な
く

（
a
）
や
（
C
）
の
意
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
か
ら
（
a
）
の
意
を
、
「
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
」
か
ら
（
C
）
の
意
を
受
け

継
い
だ
と
い
う
説
明
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
か
ら
存
し
て
い
た
「
肝
消
ユ
」
が
、
形
態
の
上
で
「
肝
ヲ
消
ス
」
を
生
み
出
す
ベ
ー
ス
　
（
母
体
）
　
と
な
っ
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
「
魂
ヲ
消
ス
」
の
意
味
範
囲
と
そ
の
使
用
範
囲
（
文
体
）
　
の
拡
大
が
「
肝
ヲ
消
ス
」
を
成
立
さ
せ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

八
　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
「
肝
ヲ
消
ス
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
類
義
動
詞
句
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
今
回
の
検
討
を
通
し
て
、
動

詞
句
の
形
態
・
意
味
と
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
文
体
と
の
問
に
、
密
接
な
相
関
性
の
存
す
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
点
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
詞
句
に
お
け
る
検
討
を
通
し
て
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
動
詞
句
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
、

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察

六
五
九
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六
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文
体
の
変
遷
の
輪
郭
を
描
く
こ
と
も
、
あ
る
い
は
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
に
お
い
て
、
日
本
語
史
研
究
（
特

に
文
体
史
研
究
）
上
、
「
句
」
と
い
う
単
位
に
注
目
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
い
さ
さ
か
で
も
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
な
ら
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

ヨ

ル

　

ヒ

ル

　

ナ

　

　

　

　

　

ヨ

　

　

ヒ

　

ッ

拙
稿
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
類
義
動
詞
句
『
夜
ヲ
昼
二
成
ス
』
と
『
夜
ヲ
日
二
継
グ
』
と
の
交
替
に
つ
い
て
」
（
『
徳
島
文
理
大
学
文
学
論

叢
』
第
十
四
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
、
同
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
（
剃
髪
）
を
表
す
類
義
動
詞
句
の
変
遷
に
つ
い
て
」
　
（
『
徳
島
文
理
大
学

文
学
論
叢
』
第
十
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
、
同
「
中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
－
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
の
成
立
に
つ
い
て
－
」
（
『
鎌

倉
時
代
語
研
究
』
第
二
十
一
韓
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
八
年
五
月
）
等
。

本
文
は
、
北
原
保
雄
・
小
川
栄
二
術
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
上
・
下
』
　
（
勉
誠
社
、
平
成
二
年
六
月
）
　
に
よ
る
。

今
回
調
査
し
た
文
献
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
　
）
内
は
、
本
稿
で
引
用
し
た
本
文
を
示
す
。

（
漢
字
文
献
）

古
京
遺
文
・
続
古
京
遺
文
・
寧
楽
遺
文
・
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
・
凌
雲
集
（
本
間
洋
一
編
『
凌
雲
集
索
引
』
和
泉
書
院
）
・
経
国
集
・
文

華
秀
麗
集
・
菅
家
文
革
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
菅
家
後
集
・
都
民
文
集
・
扶
桑
集
・
本
朝
麓
藻
・
田
氏
家
集
・
類
題
古
詩
・
本
朝
文
粋
（
新
日

本
古
典
文
学
大
系
、
訓
点
は
久
遠
寺
本
に
よ
る
）
・
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
（
新
編
国
歌
大
観
）
・
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
権
記
・
御
堂

関
白
記
・
後
二
条
師
通
記
・
平
安
遺
文
（
C
D
－
R
O
M
版
『
平
安
遺
文
』
東
京
堂
出
版
）
・
日
本
霊
異
記
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
法
華
験
記
・
後
拾

遺
往
生
伝
・
注
好
選
・
玉
造
小
町
壮
衰
書
・
高
山
寺
本
古
往
来
・
和
泉
往
来
・
雲
州
往
来
・
吾
妻
鏡
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

（
仮
名
（
交
り
）
文
献
）

万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾
遺
和
歌
集
・
後
拾
遺
和
歌
集
・
金
葉
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
・
古
今

和
歌
六
帖
（
新
編
国
歌
大
観
）
・
竹
取
物
語
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
う
つ
ほ
物
語
（
室
城
秀
之
『
う
つ
ほ
物
語
全
』
お
う
ふ
う
）
・
落
窪
物
語
・

多
武
峯
少
将
物
語
・
源
氏
物
語
（
源
氏
物
語
大
成
）
・
夜
の
寝
覚
・
浜
松
中
納
言
物
語
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
狭
衣
物
語
・
董
物
語
・
と
り
か
へ

ば
や
物
語
・
松
浦
宮
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
平
中
物
語
・
土
左
日
記
・
か
げ
ろ
ふ
日
記
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日



記
・
更
級
日
記
・
讃
岐
典
侍
日
記
・
た
ま
き
は
る
・
中
濃
内
侍
日
記
・
十
六
夜
日
記
・
枕
草
子
・
栄
花
物
語
・
大
鏡
・
今
鏡
・
水
鏡
・
三
宝
給
（
新

日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
法
華
百
座
間
書
抄
・
打
開
集
・
今
昔
物
語
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
宝
物
集
（
古
典
籍
索
引
叢
書
⑥
、
汲
古
書
院
）
・

金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
・
江
談
抄
・
古
本
説
話
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
閑
居
友
・
発
心
集
・
十
訓
抄
（
泉
基
博
編
『
十
訓
抄
本
文
と
索
引
』
笠
間

書
院
）
・
保
元
物
語
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
平
治
物
語
・
東
関
紀
行
・
海
道
記
（
鈴
木
一
彦
・
猿
田
知
之
・
中
山
緑
朗
共
編
『
海
道
記
総
索
引
』

明
治
書
院
）

（
ヒ
）

（
4
）
　
三
巻
本
（
黒
川
本
）
『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
、
「
タ
マ
シ
イ
」
を
表
記
す
る
漢
字
と
し
て
、
順
に
「
魂
」
「
塊
」
「
神
」
の
三
字
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
は
、
一
般
的
に
は
、
純
粋
な
和
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
教
用
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
稲
賀

敬
二
　
「
寝
覚
・
浜
松
の
位
置
－
位
置
づ
け
の
前
提
条
件
の
一
考
察
－
」
『
国
語
と
国
文
学
』
三
十
六
巻
三
号
二
九
五
九
年
四
月
）
　
ほ
か
、
動
詞
句
レ
ベ

ル
で
見
た
場
合
、
た
と
え
ば
、
漢
文
の
「
流
涙
」
に
基
づ
く
「
涙
を
流
す
」
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
（
小
林
澄
子
「
古
代
に
お
け
る
『
涙
』

を
め
ぐ
る
動
詞
に
つ
い
て
」
『
文
芸
研
究
（
日
本
文
芸
研
究
会
）
』
百
六
・
一
九
八
五
年
五
月
）
　
な
ど
、
漢
文
に
由
来
す
る
表
現
が
少
な
く
な
い
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
表
現
レ
ベ
ル
で
は
　
（
文
体
レ
ベ
ル
は
と
も
か
く
）
、
漢
文
の
影
響
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。

（
6
）
　
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
一
九
六
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
の
第
六
章
「
仮

名
文
字
と
漢
文
訓
読
」
第
一
節
「
総
説
」
は
じ
め
、
同
書
の
随
所
に
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
使
用
例
の
指
摘
が
あ
る
。
『
三
宝

絵
』
　
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄
『
三
宝
絵
略
注
』
　
（
一
九
五
一
年
、
宝
文
館
）
、
小
泉
弘
・
高
橋
伸
幸
『
諸
本
対
照
三
宝
絵
集
成
』
　
（
一
九
八
〇
年
、

笠
間
書
院
）
等
に
よ
り
、
『
三
宝
絵
』
の
文
章
全
体
が
仏
書
類
の
出
典
を
背
景
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
海
道
記
』
に
つ
い
て

は
、
日
本
古
典
全
書
『
海
道
記
東
関
紀
行
十
六
夜
日
記
』
　
（
一
九
五
一
年
、
朝
日
新
聞
社
）
の
解
説
（
玉
井
幸
助
）
、
松
井
栄
一
「
海
道
記
に
及
ぼ

せ
る
四
六
文
の
影
響
－
字
法
・
対
偶
法
を
中
心
と
し
て
－
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
三
十
巻
七
号
、
一
九
五
三
年
）
、
江
口
正
弘
『
海
道
記
の
研
究
本
文
篇

研
究
篇
』
　
（
一
九
七
九
年
、
笠
間
書
院
）
第
三
章
「
海
道
記
の
語
彙
」
等
に
よ
り
、
対
句
表
現
を
は
じ
め
と
し
て
四
六
研
償
文
の
影
響
が
色
濃
く
見

ら
れ
る
こ
と
、
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
使
用
比
率
が
六
対
四
ぐ
ら
い
で
訓
読
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。

〔
付
記
〕
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
八
月
十
一
日
・
十
二
日
、
広
島
大
学
）
　
で
は
、
本
稿
の
第
六
節
の
「
魂
ヲ
消
ス
」
に
つ

い
て
の
部
分
を
口
頭
発
表
し
た
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察




